
㈱南海電気鉄道株式会社和歌山支社

日程 活動内容

1日目
(8/20) 地元の観光資源の発掘調査。

2日目
(8/26)

zoomにて、発見した観光資源のい
くつかを提案。

3日目
(9/14)

実施する一つを確定し、企画書を
作成。

4日目
(9/19)

南海がすでに行っている着地型観
光に参加。

5日目
(10/5)

企画書をもとに予算表・スケ
ジュール表を作成。各種アポ取り。

6日目
(10/9)

案内人の方と事前打ち合わせ。
(角田)

6日目
（10/15）

案内人の方と事前打ち合わせ、現
地視察、ルート考察。（久保）

7日目
(10/23) 会計報告書用の予算を記入。

8日目
(10/30) 当日スケジュールの最終調整。

9日目
（12/2）

現地にて、座席・DVD等の確認。
（角田）

10日目
（12/25） 実施企画の成果報告

【活動内容】
会社の評判を向上させるために行っている52週マーケティングのイ
ベントのうち一人一プロジェクトを担当することになり、南海電
鉄・バス沿線付近にある、あまり知られていない観光資源を発掘し、
着地型観光を企画・実施した。

【活動内容】
会社の評判を向上させるために行っている52週マーケティングのイ
ベントのうち一人一プロジェクトを担当することになり、南海電
鉄・バス沿線付近にある、あまり知られていない観光資源を発掘し、
着地型観光を企画・実施した。

チーム名 着地型観光の提案

経済学部3年 17701151 角田廉於
経済学部3年 17701103 久保輝希企画内容①

飛行船のパイオニア、山田猪三郎と和歌の浦

企画内容②
紀州の名治水家・井沢弥惣兵衛の足跡を巡る

今回のインターンシップを通して
イベント当日が新型コロナの影響で学生は参加不可での実施となり、後日の成果報告と当日の写
真によって状況を知ることとなった。当日参加できなかったことは残念だが、このような状況で
もイベント自体が中止にならなかったことが幸いであり、会社における新型コロナの状況を直接
感じることができるいい機会となった。また、今後はお客様が安心できる「新しい生活様式」が
より一層求められ、それに答えた企業が一歩リードすることになると感じた。

担当 角田廉於

那賀郡溝ノ口村（現：海南市）出身の井沢弥惣兵衛は、紀州藩役人として、紀ノ川の灌漑用水や
亀池の築造、新川の工事等を行った。現在の和歌山県民の生活を支える功績を残したにも関わら
ず知名度が低い点、南海バス沿線に彼のゆかりの地が点在していることから、今回のイベントを
企画した。
イベントを企画・実施するにあたり、ゴールを設定し、そこから逆算するような形でスケジュー
ルを進めていった。その上で、企画内容の選定、企画書・報告書の作成、各所アポ取りを自分た
ちが中心となり、進めることが出来た。

今回のインターンシップを通して
イベントの企画から実施までを自分たち中心で行うことは初めての経験であったが、地域協働自
主演習Ⅱまでで学んだことを生かし、イベントを成功させることが出来た。ゴールから逆算して
計画を進めるだけでなく、会社の方と協力し、PDCAサイクルを意識しながら計画を進めることが
出来たため、大きな収穫となった。また、1つの小規模なイベントを開催するだけでも、予算やア
ポ取り等、裏でしなければならないことが沢山あることを学ぶ機会にもなった。

担当 久保輝希

和歌山市堀止西出身の山田猪三郎は、知名度は低いものの救命具→気球→飛行船を発明し、偉大
な功績を残していることに加え、彼の顕彰碑が南海バス「新和歌遊園」から徒歩すぐのところに
あり、今回のイベントを企画した。
具体的な活動内容は右の表に示してあるが、単にイベントを企画するだけではなく、南海電鉄の
会社概要やキーノ和歌山についての説明などもしていただいた。また、イベントを企画・実施す
るにあたって、本格的な企画書・報告書の説明をしていただき、作成することとなった。


